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　平成26年度　第45回　関東中学校サッカー大会（山梨大会）
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６０＋１
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主審

両チームとも、前半立ち上がりから激しい攻防が展開された。桐蔭中は⑤、⑨をターゲットにしながらロングボールを多用し、②、⑩のクロスからチャンスをつくる。一方の目黒中も粘り強い守備と、

⑨⑩を起点にサイドのスペースを活用して攻撃を仕掛けようとするがシュートにまでは至らない。11分桐蔭中は⑩のセンターリングを②のヘディングシュートで先取点を獲得する。やや押し込まれる

展開となった目黒中も29分⑦のセンターリングがゴール前の混戦となり、オウンゴールで同点とする。しかし終了間際の30分、桐蔭中は⑪の絶妙なセンターリングから⑩がキーパーの前でシュート

し勝ち越して前半が終了した。後半は、立ち上がり目黒中が前からのプレスからボールを奪い、チャンスをつかもうとするが、34分、桐蔭中のコーナーキックから⑤のシュートを②が押し込み3点目

を奪う。目黒中も反撃し、43分⑭を起点にスペースに入り込みシュートを狙おうとするが、守備範囲が広い桐蔭中の守備を崩せず試合が終了した。高さと1対1の強さが目黒中の良さを出させない展

開となり、桐蔭中が準決勝進出ならびに全国大会出場を決めた。


